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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。平
素
よ
り
当
連
盟
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、

格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
大
阪
・
関
西
万
博
が
開
催

さ
れ
、
大
屋
根
リ
ン
グ
を
は
じ
め
多
く
の
国
の

パ
ビ
リ
オ
ン
に
お
い
て
内
装
や
外
装
に
木
材
が

使
用
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
な
関
心
を
集
め
ま
し

た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
か
ら
、
木

材
を
使
用
す
る
こ
と
が
世
界
的
に
も
当
た
り
前

の
時
代
に
な
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
海

外
か
ら
の
旅
行
者
に
我
が
国
の
木
の
文
化
に
触

れ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
大
き
な
意
義
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
の
夏
は
、
全

国
的
に
記
録
的
な
猛
暑
と
な
り
、
温
暖
化
対
策

の
緊
急
性
、
２
０
５
０
年
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
実
現
の

重
要
性
を
改
め
て
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

経
済
面
で
は
円
安
や
諸
物
価
の
高
騰
が
長
引

き
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
世
界
に

目
を
向
け
る
と
、
米
国
の
貿
易
政
策
の
急
変
や

中
国
経
済
の
減
速
、
欧
州
や
中
東
の
不
安
定
な

政
治
情
勢
等
、
先
行
き
が
見
通
し
に
く
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

我
が
国
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
、
建
築
基

準
法
改
正
の
影
響
等
に
よ
り
、
３
月
に
一
時
的

に
増
加
し
ま
し
た
が
、そ
の
後
は
低
迷
が
続
き
、

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
本
年
は
、
所

得
の
改
善
、
物
価
高
騰
の
収
束
に
よ
り
住
宅
需

要
が
回
復
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
近
年
、
公
共
建
築
物
や
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
等
に
木
材
を
見
せ
る
建
築
が
採
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
着
工
戸
数
の

多
い
店
舗
や
低
層
の
集
合
住
宅
等
に
一
般
流
通

材
を
使
っ
た
木
造
建
築
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
最
近
は
、
木
材
に
人
を
リ
ラ
ッ
ク

ス
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
て
お

り
、
木
材
利
用
に
対
す
る
評
価
が
変
化
し
て
き

て
い
ま
す
。
ま
た
、
供
給
面
で
は
、
不
安
定
な

海
外
情
勢
に
影
響
を
受
け
に
く
い
国
産
材
の
供

給
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
期
待
に
応
え
る
た
め
、
木
材

市
場
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
化
に
努
め
、

需
要
に
応
じ
た
木
材
を
適
時
か
つ
安
定
的
に
供

給
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。今

年
は
１
月
１
日
に
取
的
法
が
施
行
さ
れ
、

ま
た
、
昨
年
11
月
に
は
、
林
野
庁
に
よ
り
「
林

業
・
木
材
産
業
に
お
け
る
適
正
取
引
推
進
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
木
材
製
品

を
持
続
的
・
安
定
的
に
供
給
し
て
い
く
た
め
に

は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
各
段
階
に
お
け
る

価
格
転
嫁
に
業
界
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
市
連
も
「『
森
の
国
・
木
の
街
』
づ
く
り

宣
言
」
に
参
画
い
た
し
ま
し
た
。
木
材
市
場
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
情
報
の
収
集
・
提
供
に
努

め
、
価
格
形
成
・
集
荷
・
需
給
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
等
の
機
能
を
発
揮
し
、
林
業
・
木
材
産

業
関
係
の
皆
様
と
と
も
に
、木
材
利
用
の
促
進
、

山
元
へ
の
利
益
還
元
を
通
じ
て
、「
伐
っ
て
、

使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
森
林
資
源
の
循

環
利
用
と
木
材
の
安
定
供
給
に
努
め
る
所
存
で

す
。皆

様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
２
月
下
旬
か
ら
３
月
に
か
け
て
岩

手
県
大
船
渡
市
を
始
め
各
地
で
発
生
し
た
大
規

模
な
林
野
火
災
や
８
月
上
旬
の
九
州
地
方
に
お

け
る
大
雨
な
ど
、
大
災
害
が
全
国
で
発
生
し
ま

し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
御
冥
福
を
お
祈

り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
被
災
地
で
復

旧
・
復
興
に
御
尽
力
さ
れ
て
い
る
関
係
者
の
皆

様
方
の
御
努
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

林
野
庁
と
し
て
も
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い

復
旧
・
復
興
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
と
と

も
に
、
昨
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
第
１

次
国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
」
に
基
づ
き
、

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
森
林
整

備
や
治
山
対
策
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る
ク
マ
被
害
対

策
に
つ
い
て
は
、昨
年
11
月
に
決
定
さ
れ
た「
ク

マ
被
害
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
基
づ
き
、
林
業

従
事
者
等
の
安
全
確
保
の
徹
底
を
図
る
と
と
も

に
、
中
期
的
な
対
策
と
し
て
生
育
環
境
の
保

全
・
整
備
に
向
け
た
針
広
混
交
林
化
や
広
葉
樹

林
へ
の
誘
導
、
堅
果
類
の
豊
凶
調
査
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。

先
人
の
努
力
に
よ
り
戦
後
造
成
さ
れ
て
き
た

人
工
林
の
約
６
割
が
50
年
生
を
超
え
、
利
用
可

能
な
資
源
と
な
っ
て
お
り
、こ
れ
を
「
伐
っ
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
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り
、
製
材
に
お
い
て
も
横
架
材
な
ど
大
き
な
規

格
の
製
品
で
も
品
質
を
確
保
し
、
安
定
供
給
で

き
る
体
制
が
整
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
都

市
（
ま
ち
）
の
木
造
化
推
進
法
」
の
も
と
、
都

市
部
に
お
い
て
も
木
造
に
よ
る
中
高
層
ビ
ル
、

商
用
・
事
業
用
施
設
等
の
建
設
が
全
国
各
地
で

着
実
に
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
木
材
需
給
の
活
性
化
の
機
運
を

迎
え
る
中
で
、「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
の
実
現
、
持
続
可
能
な
森
林

資
源
の
循
環
利
用
、地
域
経
済
へ
の
貢
献
な
ど
、

社
会
・
経
済
か
ら
の
様
々
な
期
待
に
応
え
る
た

め
、「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
林
業
・
木
材
産
業
が
新

し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
一
年
を
迎
え
ら
れ
る

よ
う
祈
念
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
に
は
、
国
産
材
製
品
の
品
質
や
生

産
技
術
の
向
上
、
需
要
に
即
応
し
た
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
構
築
、
木
材
の
利
用
拡
大
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
は
改
正
「
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
」
が

施
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
合
法
性
が
確
認
さ
れ

た
木
材
の
み
を
流
通
さ
せ
る
義
務
を
負
う
こ
と

を
、
我
々
、
木
材
事
業
者
は
し
っ
か
り
と
認
識

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

全
木
連
と
い
た
し
ま
し
て
、
木
材
を
優
先
す

る
社
会
（
ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
社
会
）
の
実
現

を
目
指
し
、
一
層
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

皆
様
方
の
更
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い

一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
森
林
資
源
の
循

環
利
用
を
確
立
し
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
近
年
、
地
球
温
暖
化
や
生

物
多
様
性
と
い
っ
た
地
球
規
模
の
環
境
問
題
が

注
目
さ
れ
る
中
、
こ
れ
ら
の
課
題
は
森
林
が
大

き
く
関
わ
っ
て
お
り
、
多
く
の
企
業
が
森
林
の

循
環
利
用
に
関
心
を
持
ち
協
力
し
た
い
と
考
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
も
追
い

風
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

林
野
庁
で
は
、
人
工
林
資
源
の
循
環
利
用
に

向
け
て
、
路
網
の
整
備
や
再
造
林
の
省
力
化
・

低
コ
ス
ト
化
、ス
マ
ー
ト
林
業
の
推
進
、原
木
・

木
材
製
品
等
の
生
産
体
制
の
強
化
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
構

造
材
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
木
材
の
需
要
拡

大
、
多
様
な
担
い
手
の
育
成
・
確
保
な
ど
、
総

合
的
な
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続

き
花
粉
症
対
策
に
つ
い
て
も
、
ス
ギ
人
工
林
伐

採
重
点
区
域
に
お
け
る
ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
・

植
替
え
な
ど
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

森
林
の
循
環
利
用
に
欠
か
せ
な
い
国
産
材
の

需
要
拡
大
に
向
け
て
は
、
人
口
減
少
社
会
を
迎

え
る
中
、
木
材
需
要
の
多
く
を
占
め
て
き
た
住

宅
分
野
で
の
木
材
の
利
用
促
進
に
加
え
、
非
住

宅
・
中
高
層
建
築
物
の
木
造
化
・
木
質
化
を
進

め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
昨
年
の
大
阪
・
関
西

万
博
で
は
「
大
屋
根
リ
ン
グ
」
や
各
国
パ
ビ
リ

オ
ン
に
多
く
の
木
材
が
利
用
さ
れ
、
木
材
利
用

の
機
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
令
和
８
年

度
か
ら
は
、
環
境
省
と
連
携
し
、
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
算
定
・
報
告
・
公
表
制
度
（
Ｓ
Ｈ
Ｋ

制
度
）
に
お
い
て
、
事
業
者
が
自
ら
の
排
出
量

の
算
定
に
、
木
材
利
用
等
に
よ
る
炭
素
蓄
積
変

化
量
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
の
導
入

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
に

お
い
て
は
、
建
築
物
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
カ
ー

ボ
ン
の
削
減
に
向
け
、
令
和
10
年
度
を
目
途
に

建
築
物
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
２
評
価
の
実
施
を
促
す
制

度
の
開
始
を
目
指
し
て
検
討
を
進
め
て
お
り
、

林
野
庁
も
木
材
の
省
Ｃ
Ｏ
２
効
果
が
評
価
さ
れ

る
べ
く
検
討
に
参
画
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

中
で
、
林
野
庁
で
は
、
こ
れ
ら
の
仕
組
み
を
活

用
し
て
、
特
に
企
業
の
社
屋
や
店
舗
な
ど
非
住

宅
分
野
で
の
木
材
利
用
を
進
め
る
べ
く
、
昨
年

10
月
か
ら
、
自
治
体
や
企
業
に
よ
る
木
材
利
用

の
促
進
と
そ
の
効
果
の
「
見
え
る
化
」
を
進
め

る
、「『
森
の
国
・
木
の
街
』
づ
く
り
宣
言
」
に

参
画
す
る
方
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
は
森
林
・
林
業
基
本
計
画
の
変
更
年
で

す
。
現
行
基
本
計
画
に
基
づ
く
施
策
の
実
績
や

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
現
状
を
踏
ま
え
、

本
年
６
月
頃
を
目
途
に
新
た
な
基
本
計
画
を
策

定
す
べ
く
、
確
実
な
再
造
林
や
生
物
多
様
性
・

林
地
保
全
に
配
慮
し
た
森
林
整
備
、
木
材
の
価

値
を
最
大
化
す
る
流
通
・
加
工
、
都
市
等
に
お

け
る
木
材
利
用
の
拡
大
、
林
業
・
木
材
産
業
の

持
続
可
能
性
や
コ
ス
ト
構
造
に
関
す
る
情
報
の

伝
達
・
共
有
な
ど
を
主
な
論
点
と
し
て
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に

は
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
課
題
の
先
に

は
大
い
に
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
未
来
に
希
望
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
基
本
計
画
と
な
る
よ
う
、

現
場
か
ら
の
意
見
も
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
を
進

め
ま
す
。

林
野
庁
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ

て
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
を
持
続
的
に
発
展

さ
せ
て
い
く
と
と
も
に
、
我
が
国
に
暮
ら
す
全

て
の
皆
様
が
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
恩

恵
を
末
永
く
享
受
で
き
る
よ
う
、
日
々
邁
進
し

て
い
く
所
存
で
す
。
本
年
も
、関
係
者
の
皆
様
、

そ
し
て
国
民
の
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
、
皆
様
一
人
一
人
に
と
っ

て
実
り
多
き
素
晴
ら
し
い
一
年
に
な
り
ま
す
よ

う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
年
頭
に
当
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
・
経
済
情

勢
は
、
今
更
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
国
内

外
と
も
に
、
引
き
続
き
大
き
な
変
化
の
中
に
あ

り
ま
す
。
木
材
産
業
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
住

宅
価
格
の
上
昇
等
に
よ
り
、
戸
建
て
住
宅
の
着

工
が
減
少
す
る
と
と
も
に
、
コ
ス
ト
の
増
嵩
等

の
影
響
か
ら
、
大
変
厳
し
い
経
営
環
境
の
一
年

と
な
り
ま
し
た
。

反
面
、
我
が
国
の
人
工
林
資
源
は
成
熟
期
を

迎
え
、
合
板
、
集
成
材
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
は
も
と
よ

年
頭
の
ご
挨
拶

一
般
社
団
法
人
　
全
国
木
材
組
合
連
合
会
　

会
　
長
　
菅
　
野
　
康
　
則
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こ
の
よ
う
な
中
、
林
野
庁
は
、
昨
年
10
月
か

ら
、全
国
で
街
の
木
造
化
を
進
め
る「
森
の
国
・

木
の
街
」
の
実
現
に
向
け
て
、「『
森
の
国
・
木

の
街
』
づ
く
り
宣
言
」
に
参
画
す
る
企
業
・
自

治
体
の
募
集
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
宣
言
は
、
建
築
物
の
木
造
化
や
、
木
材

利
用
の
効
果
の
「
見
え
る
化
」
を
通
じ
て
、
森

林
資
源
の
循
環
利
用
を
進
め
、
地
球
温
暖
化
の

防
止
や
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
こ
と
を
宣
言

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
多
く
の
皆
様
か
ら

の
御
賛
同
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
木
材
利
用
の

機
運
を
一
層
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
我
が
国
で
は
、「
成
長
型
経
済
へ
の

転
換
」
の
実
現
に
向
け
て
、
政
府
全
体
で
価
格

転
嫁
・
取
引
適
正
化
を
推
進
し
て
お
り
、
本
年

１
月
１
日
か
ら
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で

適
切
な
価
格
転
嫁
を
定
着
さ
せ
る
「
構
造
的
な

価
格
転
嫁
」
の
実
現
に
向
け
て
、「
取
適
法
（
改

正
下
請
法
）」
等
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
同
法

で
は
、
新
た
に
、
対
象
取
引
に
お
い
て
、
協
議

に
応
じ
な
い
代
金
決
定
等
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

特
に
、
林
業
・
木
材
産
業
で
は
、
各
種
コ
ス

ト
の
上
昇
が
続
く
中
、
木
材
需
要
の
減
少
等
に

よ
り
コ
ス
ト
上
昇
を
価
格
に
転
嫁
し
に
く
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
林
野
庁
は
、
昨
年
11
月
に
「
林

業
・
木
材
産
業
に
お
け
る
適
正
取
引
推
進
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
同
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
は
、
林
業
・
木
材
産
業
に
関
連
す
る
取

引
を
13
項
目
に
分
類
し
、そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

問
題
と
な
り
得
る
事
例
や
関
連
法
規
の
留
意

点
、
望
ま
し
い
取
引
の
在
り
方
等
を
整
理
し
ま

し
た
。

事
業
者
の
皆
様
に
お
か
れ
て
は
、
発
注
者
・

受
注
者
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
価
格
転
嫁
や
取
引

適
正
化
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
年
４
月
か
ら
「
改
正
物
流
効
率

化
法
」
が
全
面
施
行
さ
れ
、
新
た
に
、
一
定
規

模
以
上
の
荷
主
に
対
し
て
定
期
報
告
等
の
義
務

が
課
さ
れ
ま
す
。
木
材
市
場
は
「
荷
主
」
に
該

当
し
ま
す
の
で
、
取
引
規
模
に
応
じ
て
、
適
切

な
取
組
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
ご
準
備
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

林
野
庁
で
は
、
関
係
者
の
皆
様
が
、
木
材
産

業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
十
分
対
応
で
き

る
よ
う
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
幅
広
い
施
策
を

進
め
て
参
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
て

は
、
引
き
続
き
、
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の

構
築
に
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

最
後
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多
き

一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
て
、
年
頭
の

御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

全
日
本
木
材
市
場
連
盟
の
皆
様
に
は
、
日
頃

よ
り
国
有
林
野
事
業
の
推
進
に
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
、
林
野
庁
で
は
お
お
む
ね
５
年
ご
と
に

令
和
８
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で
新
年

の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
一
社
）
全
日
本
木
材
市
場
連
盟
並
び
に
会

員
各
位
に
お
か
れ
て
は
、
日
頃
よ
り
、
木
材
市

場
の
運
営
に
よ
り
、
国
産
材
の
安
定
供
給
に
お

力
添
え
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
の
森
林
資
源
は
、
本
格
的
な

利
用
期
を
迎
え
て
お
り
、「
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
の
実
現
に
向
け
て
、

「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
森

林
資
源
の
循
環
利
用
の
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る

こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
近
年
で
は
、
経
済
界
を
中
心
に
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
の
観
点
か
ら
、
木
材
利
用
へ

の
期
待
や
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
建
築
物

等
へ
の
木
材
利
用
は
、
森
林
が
吸
収
し
た
二
酸

化
炭
素
を
長
期
間
貯
蔵
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

伐
採
後
の
再
造
林
に
よ
り
、
次
世
代
の
森
林
を

育
成
す
れ
ば
、
吸
収
量
の
更
な
る
増
大
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

見
直
す
「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」
を
変
更
す

る
年
に
あ
た
り
、
６
月
頃
を
目
途
に
策
定
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
国
有
林
野
に
つ
い
て

も
森
林
の
管
理
及
び
経
営
施
策
の
具
体
的
な
方

向
性
を
盛
り
込
む
予
定
で
す
。
現
在
、
国
有
林

野
で
は
、
令
和
５
年
12
月
に
策
定
し
た
「
国
有

林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る
基
本
計
画
」
に
お

い
て
公
益
重
視
の
管
理
経
営
の
一
層
の
推
進
や

森
林
・
林
業
施
策
全
体
の
推
進
へ
貢
献
を
行
う

べ
く
施
策
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
我

が
国
の
森
林
面
積
の
３
割
、
国
産
材
供
給
量
の

１
割
強
を
占
め
る
管
理
経
営
を
通
じ
て
、
今
後

の
森
林
経
営
や
木
材
供
給
の
姿
を
国
自
ら
が
示

し
て
い
く
こ
と
が
引
き
続
き
重
要
と
い
う
認
識

の
下
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
11
月
に
公
表
さ
れ
た
令
和
６
年
の
木
材

需
給
率
は
４
２
・
５
％
で
前
年（
４
３
・
０
％
）

に
比
べ
微
減
し
た
も
の
の
、
建
築
用
材
で
は
国

産
材
比
率
が
５
割
を
超
え
て
お
り
、
木
材
市
場

に
対
す
る
影
響
力
は
高
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
国
内
工
場

に
お
け
る
国
産
原
木
の
割
合
も
８
割
を
超
え
て

き
て
い
ま
す
（
国
内
生
産
製
品
に
お
け
る
国
産

材
の
割
合
、
製
材
用
材
81
％
、
合
板
用
材
94
％
、

丸
太
ベ
ー
ス
令
和
５
年
）。

昨
今
の
木
材
需
要
の
動
向
は
新
設
住
宅
着
工

年
頭
の
ご
挨
拶

林
野
庁
業
務
課
企
画
官

（
国
有
林
材
安
定
供
給
担
当
）大

　
道
　
一
　
浩
　

令
和
８
年
　
年
頭
所
感

　
林
野
庁
木
材
産
業
課

課
　
長
　
福
　
田
　
　
　
淳
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床
面
積
は
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
さ
ら
な

る
需
要
先
の
確
保
な
ど
に
よ
り
、
製
材
や
合
板

用
材
を
始
め
と
す
る
国
産
材
の
需
要
拡
大
を
目

指
す
こ
と
が
重
要
な
の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

本
年
、国
有
林
野
事
業
に
お
い
て
は
、生
産
・

販
売
の
分
野
で
は
、
①
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
確
保

に
向
け
て
、
引
き
続
き
、
民
有
林
・
国
有
林
を

通
じ
た
安
定
的
な
木
材
供
給
や
国
有
林
材
の
供

給
調
整
の
推
進
、
②
樹
木
採
取
権
制
度
等
に
お

い
て
、
需
給
に
応
じ
て
、
よ
り
柔
軟
に
販
売
で

き
る
仕
組
み
の
検
討
、
③
持
続
可
能
な
木
材
取

引
に
向
け
た
地
域
毎
の
相
場
観
形
成
に
資
す
る

よ
う
、
す
で
に
実
施
し
て
い
る
立
木
販
売
結
果

の
公
表
に
つ
い
て
、民
有
林
関
係
者
に
と
っ
て
、

よ
り
利
便
性
の
高
い
公
表
方
法
の
検
討
な
ど
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
我
が
国
の
木
材
供
給
の
下

支
え
と
し
て
の
国
有
林
の
役
割
を
果
た
す
と
と

も
に
、
各
地
域
の
需
給
状
況
に
応
じ
た
供
給
調

整
な
ど
に
適
宜
適
切
に
取
り
組
む
こ
と
で
「
森

の
国
・
木
の
街
」づ
く
り
向
け
、地
域
の
林
業
・

木
材
産
業
全
般
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
ま
い
り

ま
す
。

今
後
と
も
、
国
有
林
野
事
業
の
特
性
を
活
か

し
、
時
宜
を
得
た
的
確
な
国
有
林
材
の
供
給
と

な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
川

上
か
ら
川
下
ま
で
の
関
係
者
を
つ
な
ぐ
要
で
あ

る
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
全
日
本
木
材
市
場
連
盟
と
会
員
の

皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

■
東
京
木
材
相
互
市
場
で
つ
く

ば
銘
木
展
開
催

つ
く
ば
銘
木
協
会
（
茨
城
県
つ
く
ば
市
、
大

島
健
二
会
長
）
は
令
和
７
年
11
月
26
日
、
東
京

木
材
相
互
市
場
つ
く
ば
銘
木
市
場
（
西
村
信
洋

社
長
）
に
て
つ
く
ば
銘
木
協
会
結
成
10
周
年
全

国
優
良
銘
木
展
示
即
売
会
を
開
催
し
た
。
多
数

の
ケ
ヤ
キ
大
径
優
良
材
丸
太
が
出
品
さ
れ
、
セ

リ
は
大
勢
の
参
加
者
で
活
況
を
呈
し
た
。

展
示
品
の
表
彰
は
、
▽
林
野
庁
長
官
賞　

（
株
）
山
長
銘
木　

▽
茨
城
県
知
事
賞　
（
株
）

吉
田
製
材
所　

▽
つ
く
ば
市
長
賞　

山
岸
木
材

工
業
（
株
）、（
株
）
片
庭
木
材　

▽
全
市
連
会

長
賞　

上
総
銘
木
、保
坂
久
志
男
等
合
計
13
点
。

林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
た
ケ
ヤ
キ
丸
太
は
長

さ
６
ｍ
、
直
径
１
１
０
㎝
、
茨
城
県
知
事
賞
を

受
賞
し
た
ケ
ヤ
キ
丸
太
は
長
さ
６
ｍ
、
直
径
１

３
０
㎝
の
大
径
優
良
材
で
あ
っ
た
。

■
令
和
7
年
度
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ

ド
法
に
基
づ
く
合
法
性
確
認
の

た
め
の
研
修
会
を
開
催

令
和
７
年
11
月
11
日
、
全
市
連
、
全
買
連
、

全
木
連
、
都
木
連
が
共
催
に
よ
り
、
令
和
７
年

４
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法

の
改
正
内
容
の
周
知
、
合
法
性
確
認
の
具
体
的

な
方
法
等
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
う
「
令
和

７
年
度
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
に
基
づ
く
合
法
性

確
認
の
た
め
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
木
材
会

館
（
江
東
区
新
木
場
）
に
お
い
て
開
催
し
た
。

研
修
に
は
85
名
が
参
加
し
た
。
都
木
連
の
庄
司

良
雄
会
長
等
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
後
、
林
野
庁

木
材
利
用
課 

齋
藤
綾
監
査
官
か
ら
「
改
正
ク

リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の
定
着
に
向
け
て
」
と
全
木

連
井
上
康
之
企
画
部
長
か
ら
「
改
正
ク
リ
ー
ン

ウ
ッ
ド
法
と
合
法
性
確
認
に
つ
い
て
～
改
正
ク

リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の
概
要
及
び
合
法
性
確
認
と

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
合
法
木
材
証
明
制

度
」
の
講
義
が
行
わ
れ
、
受
講
者
は
熱
心
に
受

講
し
た
。

■
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講

習
会
（
建
築
士
会
Ｃ
Ｐ
Ｄ
認
定
）

開
催
の
ご
案
内

全
市
連
で
は
、
木
材
を
取
り
扱
う
方
々
等
を

対
象
に
木
の
見
分
け
方
や
基
本
的
性
質
、
木
造

建
築
に
関
す
る
実
践
的
な
知
識
、
日
本
の
林
業

の
ほ
か
環
境
問
題
や
木
材
需
給
等
の
学
ん
で
い

た
だ
く
た
め
、
下
記
に
よ
り
木
材
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
養
成
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
定
員
は
東

京
会
場
、
大
阪
会
場
と
も
に
40
名
程
度
で
す
。

今
年
度
は
東
京
会
場
は
募
集
を
終
了
し
ま
し
た

が
、
大
阪
会
場
は
ま
だ
受
講
を
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。、
日
程
は
以
下
の
通
り
で
す
。

【
東
京
会
場
】（
募
集
を
終
了
し
ま
し
た
。）

令
和
８
年
２
月
６
日
（
金
）
９
：
30
～
17
：
20
、

　
　
　
　

２
月
７
日
（
土
） 

９
：
00
～
16
：
00

（
於
）
砂
防
会
館
（
東
京
都
千
代
田
区
平
川
町

２-

７-

４
）

【
大
阪
会
場
】

令
和
８
年
２
月
20
日
（
金
）
９
：
30
～
17
：
20
、

　
　
　
　

２
月
21
日
（
土
）
９
：
00
～
16
：
00

（
於
）
大
阪
木
材
仲
買
会
館
（
大
阪
市
西
区
南

堀
江
４
丁
目
18
番
10
号
）

受
講
料
は
、
２
５
、０
０
０
円
（
受
講
料
、
テ

キ
ス
ト
代
等
を
含
む
）　

申
込
用
紙
は
以
下
の
全
市
連
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

掲
載

https://w
w

w
.zennichiren.com

/
m

okuad/m
okuad_entry.htm

l

［
問
合
先
］（
一
社
）
全
日
本
木
材
市
場
連
盟　

文
京
区
後
楽
１-

７-
12　

林
友
ビ
ル

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
３-

３
８
１
８-

２
９
０
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３-

３
８
１
８-

２
９
０
７

競りの様子

研修会の様子
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株
式
会
社
仙
台
木
材
市
場

取 

締 

役 

会 

長
　
守
　
屋
　
長
　
光

代
表
取
締
役
社
長
　
及
　
川
　
勝
一
郎

本
社
・
市
場

〒
九
八
三―

〇
〇
三
六

仙
台
市
宮
城
野
区
苦
竹
二
丁
目
七
番
三
〇
号

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
二
二

－

二
三
二

－

一
一
〇
一

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
二
二

－

二
三
二

－

一
一
〇
七

　
　
　
　

https://w
w

w
.s-itiba.com

開
市
　
午
後
一
時
三
〇
分

市
日
　 

第
二
・
第
四
水
曜
日

謹
ん
で
新
春
の

　

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　
　
　

令
和
八
年　

元
旦

秋
田
中
央
木
材
市
場
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社　
　
　

長
　
工 

藤 
茂 
丸

〒
〇
一
〇―

〇
九
四
一

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反
二
三
二

－

七

電  

話  

〇
一
八

－

八
六
三

－

二
一
二
一

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
一
八

－

八
六
三

－

二
一
二
〇

青
森
県
森
林
整
備

事
業
協
同
組
合

（
原
木
市
場
）

理 
事 

長
　
成 

田 

　 

剛

〒
〇
三
〇―

〇
九
五
五

青
森
市
大
字
駒
込
字
桐
ノ
沢
一
二
九

－

一

電  

話  

〇
一
七

－

七
四
三

－

五
四
一
一

北
海
道
木
材
市
場
協
同
組
合

理 

事 

長
　
加
賀
谷 

雅
治

〒
〇
〇
二―

八
〇
五
二

札
幌
市
北
区
篠
路
町
上
篠
路
七

－

八

電  

話  

〇
一
一

－

七
七
五

－

七
七
五
五

株
式
会
社 

ミ
　
ト
　
モ
　
ク

代
表
取
締
役

社　
　
　

長
　
高 

井 

陽 

介

本
　
　
社
　
　
定
例
市
日
　
一
八
日

本  
社  

水
戸
市
千
波
町
一
八
八
四

電  
話  
〇
二
九

－

二
四
一

－

一
三
一
一
㈹

日
立
営
業
所

　
　
　
　

 
日
立
市
留
町
二
四
三
五

－

六
二

電  

話  

〇
二
九
四

－

五
二

－

一
八
三
九
㈹

福
島
県
木
材
市
場

　
　
　
協
同
組
合

理 

事 

長
　
鈴 

木 

賢 

二

〒
九
六
〇―

八
〇
四
三

福
島
市
中
町
五

－

一
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

〇
二
四

－

五
二
三

－

三
三
〇
七

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
二
四

－

五
二
一

－

一
三
〇
八

　

福
島
県
郡
山
地
区
木
材
製
材
協
同
組
合

　

株
式
会
社
平
木
材
市
場

　

有
限
会
社
福
島
原
木
セ
ン
タ
ー

　

南
東
北
木
材
株
式
会
社

　

協
同
組
合
奥
久
慈
木
材
流
通
セ
ン
タ
ー

株
式
会
社 

山
形
城
南
木
材
市
場

代
表
取
締
役
社
長　

安 

部 

雄 

祐

定
例
市
日
　
八
・
十
八
・
二
十
八
日

〒
九
九
〇―

二
三
〇
七

山
形
市
表
蔵
王
六
〇

－

一

電  

話  

〇
二
三

－

六
八
八

－

二
二
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
二
三

－

六
八
八

－

二
〇
一
二

株式会社 吉貞
戸田市場　埼玉県戸田市本町 1 －23－ 1
　　　　　電 話　０4８－443－4321
　　　　　FAX　０48－442－5181

熊谷市場　埼玉県熊谷市中奈良 1412
　　　　　電 話　０4８－523－3621
　　　　　FAX　０48－523－3628

佐野市場　栃木県佐野市免鳥町 295
　　　　　電 話　０283－23－6311
　　　　　FAX　０283－23－6359

高崎市場　群馬県高崎市飯塚町 1150
　　　　　電 話　０27－361－2477
　　　　　FAX　０27－363－4473

千
葉
県
木
材
市
場
協
同
組
合

代 

表 

理 

事　

大 

竹 

寛 

司

定
例
市
日
　
毎
週
木
曜
日

〒
二
八
三―

〇
八
二
三

千
葉
県
東
金
市
山
田
八
〇
〇

電  

話  

〇
四
七
五

－

五
五

－

六
一
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
四
七
五

－

五
五

－

六
一
七
一

株
式
会
社 

宇
都
宮
総
合
木
材
市
場

代
表
取
締
役 

金 

子 

利 

雄

定
例
市
日
　
七
・
十
七
・
二
十
七
日

〒
三
二
一―

〇
四
一
四

栃
木
県
宇
都
宮
市
中
里
町
七
一
八

－

四

電  

話  

〇
二
八

－

六
七
四

－

一
七
四
八
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
二
八

－

六
七
四

－

四
三
八
六

株
式
会
社 

吾
野
原
木
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役

社　
　
　

長
　
鴨 

下 

文 

明

定
例
市
日

　
針
葉
樹
　
毎
月
五
日
・
二
〇
日

　
広
葉
樹
　
毎
月
二
二
日
又
は
二
三
日

〒
三
五
七―

〇
二
一
一

埼
玉
県
飯
能
市
大
字
平
戸
二
〇
三

電  

話

　

本　
　

社  

〇
四
二

－

九
七
八

－

一
二
八
六

　

第
二
土
場  

〇
四
二

－

九
七
八

－

二
一
三
四

Ｆ
Ａ
Ｘ　
　
　

〇
四
二

－

九
七
八

－

一
二
八
七
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東
京
中
央
木
材
市
場
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　

飯
　
島
　
義
　
雄

【
酒
井
イ
ン
タ
ー
富
里
市
場
（
本
社
）】

千
葉
県
富
里
市
新
橋
六
六
五
ノ
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
四
七
六

－

三
七

－
五
一
五
一　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
七
六

－

三
七

－

六
五
〇
〇

【
千
葉
木
材
セ
ン
タ
ー
】

千
葉
県
四
街
道
市
吉
岡
四
九
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
四
三

－
四
三
二

－

一
七
二
一　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
三

－

四
三
二

－

〇
〇
一
四

【
千
葉
第
二
　
木
材
セ
ン
タ
ー
】

千
葉
県
成
田
市
吉
岡
字
東
光
台
九
六
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
四
七
六

－

七
三

－

二
一
二
一　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
七
六

－

七
二

－

五
四
七
〇

【
葛
西
西
中
継
セ
ン
タ
ー
】

東
京
都
江
戸
川
区
東
葛
西
一

－

七

－

一
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三

－

五
八
七
八

－

〇
三
五
五　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三

－

五
八
七
八

－

〇
三
五
六

株
式
会
社 

茨
城
木
材
相
互
市
場

代
表
取
締
役
会
長　

打 

越 

芳 

男

代
表
取
締
役
社
長　

大 

谷 

知 

行

 
定
例
市
日

 

本
社
　
毎
月
十
三
日

〒
三
一
〇―

〇
八
二
六

茨
城
県
水
戸
市
渋
井
町
五
〇

電　

話　

〇
二
九

－

二
二
一

－

三
一
一
一

 

つ
く
ば
営
業
所
　
隔
週
木
曜
日

〒
三
〇
〇―

二
六
三
五

茨
城
県
つ
く
ば
市
東
光
台
五

－

三

電　

話　

〇
二
九

－

八
四
七

－

四
六
二
一

株
式
会
社 

東
海
木
材
相
互
市
場

代
表
取
締
役
会
長
　
鈴 

木 

和 

雄

代
表
取
締
役
社
長
　
上 

地 

浩 

之

本
　
　
社

〒
四
五
六―

〇
〇
三
三　

名
古
屋
市
熱
田
区
花
表
町
二
一

－

一

電　

話 

〇
五
二

－

八
八
一

－
一
五
五
一　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
二

－

三
〇
八
二

http://w
w

w
.kirakuninet.com

　

E
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ail　

info@
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西
部
市
場
　
市
日
　
毎
週
火
曜
日

〒
四
九
〇―

一
四
四
四　

愛
知
県
海
部
郡
飛
島
村
木
場
一

－

一
七

電　

話 

〇
五
六
七
－
五
五

－

〇
一
五
五　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
六
七

－

五
五

－

二
五
三
八

大
口
市
場
　
市
日
　
毎
週
金
曜
日

〒
四
八
〇―
〇
一
二
一　

愛
知
県
丹
羽
郡
大
口
町
河
北
二

－

二

電　

話 

〇
五
八
七

－

九
五

－

一
一
〇
一　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
八
七

－

九
五

－

一
一
〇
五

サ
テ
ラ
イ
ト
美
並

〒
五
〇
一―

四
一
〇
一　

岐
阜
県
郡
上
市
美
並
町
上
田
字
小
倉
塚
二
五
一
六
番
一

電　

話 

〇
五
七
五

－

七
九

－

五
〇
五
五　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
七
五

－

七
九

－

五
〇
六
〇

サ
テ
ラ
イ
ト
名
倉

〒
四
四
一―

二
四
三
二　

愛
知
県
北
設
楽
郡
設
楽
町
東
納
庫
ム
カ
イ
山
一
六
番

電　

話 

〇
五
三
六

－

六
三

－

三
四
五
六　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
三
六

－

六
三

－

三
五
三
五

飛
騨
匠
工
場

〒
五
〇
六―

〇
〇
三
五　

岐
阜
県
高
山
市
新
宮
町
一
一
二
番
地
Ｂ

電　

話 

〇
五
七
七

－

三
六

－

五
四
三
九　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
七
七

－

三
六

－

五
九
三
九

プ
ラ
ス
ワ
ン
で
住
ま
い
を
創
造
す
る

株
式
会
社 

ア 

サ 

モ 

ク

代
表
取
締
役　

多 

田
　
　
啓

本
　
　
社

〒
八
三
八―

〇
八
一
三

福
岡
県
朝
倉
郡
筑
前
町
依
井
三
六
二

－

一

電　

話　

〇
九
四
六

－

二
四

－

六
一
一
一

秋
月
営
業
所
　
秋
月
木
材
セ
ン
タ
ー

〒
八
三
八―

〇
〇
一
九

福
岡
県
朝
倉
市
上
秋
月
一
四
四
五
番
地

電　

話　

〇
九
四
六

－

二
八

－

七
八
〇
二

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
九
四
六

－

二
八

－

七
八
二
五

https://w
w

w
.asam

oku.co.jp/
info@

asam
oku.co.jp

株
式
会
社 

太
洋
木
材
市
場

代
表
取
締
役
会
長
　
樋 

口 

高 

良

代
表
取
締
役
社
長
　
樋 

口 

哲 

也

市
売
り
日
　
二
・
十
二
・
二
十
二
日

本
　
　
社

〒
七
六
〇―

〇
〇
五
五

高
松
市
観
光
通
り
二

－

一
〇

－

十
五

電　

話　

〇
八
七

－

八
三
三

－

二
三
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
七

－

八
三
一

－

三
〇
四
〇

高
知
営
業
所

〒
七
八
一―

〇
一
一
二

高
知
市
仁
井
田
新
築
四
五
〇
三
番
地
一

電　

話　

〇
八
八

－

八
四
七

－

一
七
五
二

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
八

－

八
四
七

－

六
七
三
二

〒633-0062 奈良県桜井市粟殿３５０番地

TEL 0744-42-3535 FAX 0744-43-2552

ホームページアドレス
http://www.sakurai-mokkyo.or.jp/

桜井木材協同組合原木市売部

〒633-0048 奈良県桜井市生田 713-1 

TEL ０７４４－４６－９５３９

FAX ０７４４－４６－９５７１

〒633-0048 奈良県桜井市生田 713-1 

TEL ０７４４－４６－９５３９

FAX ０７４４－４６－９５７１

桜井木材市場株式会社

桜井木材協同組合山林部

〒633-0048 奈良県桜井市生田 713-1 

TEL ０７４４－４２－３２３５

FAX ０７４４－４５－５９７１

木材振興センター

「あるぼ～る」

多目的にご利用いただける

イベントホール

レンタルスペース

〒633-0062

奈良県桜井市粟殿 355

TEL ０７４４－４５－３９５５

FAX ０７４４－４５－４７４１
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 丸宇木材市売株式会社
代表取締役社長　木 曽 川 靖 一
〒136－００７１　東京都江東区亀戸 ６ －５７－１９

　　 TEL 03－6904－8141
　　 FAX ０３－５６２８－３７２２

市　　　日
北 浜 市 場（毎週木曜日）　 下 館 市 場（毎週金曜日）
大栄浜市場（毎週水曜日）　 京 葉 市 場（毎週木曜日）

東
京
新
宿
木
材
市
場
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社　
　
　

長
　
中 

村 

　 
司

定
例
市
日

　
鶴
ヶ
島
売
場
　
毎
週
木
曜
日

〒
一
五
六―

〇
〇
五
七

東
京
都
世
田
谷
区
上
北
沢

　
　
　
　
　
　
　

五
丁
目
三
七

－

一
八

電  

話  

〇
三

－

三
三
〇
四

－

五
三
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
三

－

三
三
〇
四

－

四
三
一
五

株
式
会
社 

東
京
木
材
相
互
市
場

代
表
取
締
役

社　
　
　

長
　
西 

村 

信 

洋

〒
一
七
九―

〇
〇
八
一

東
京
都
練
馬
区
北
町
六
丁
目
三
二

－

三
六

電  

話  

〇
三

－

三
九
三
四

－

四
一
一
八

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
三

－

三
九
三
四

－

四
一
二
六

全日本木材市場連盟
北 陸 支 部

支部長 齊 藤 豊 美

【加盟木材市場】

株式会社富山合同木材市場
（TEL 076－452－１１５５）

株式会社高岡木材市場
（TEL 0766－52－2131）

富山県森林組合連合会
（TEL 076－434－1750）

福井県嶺北木材林産協同組合
（TEL 0776－53－0221）

福井県木材市売協同組合
（TEL 0776－41－3730）

福井県森林組合連合会
（TEL 0776－50－0345）

関
東
木
材
セ
ン
タ
ー
協
会

会　

長　
　

桃 

渓 

　 
崇

　
（
事
務
局
）

〒
二
三
〇―

八
五
七
一

横
浜
市
鶴
見
区
鶴
見
中
央
四

－

三
三

－

一

　

ナ
イ
ス
ビ
ル
五
階

　
ナ
イ
ス
株
式
会
社 

資
材
事
業
本
部
営
業
企
画
部
内

電  

話  

〇
四
五

－

五
〇
三

－

〇
一
七
六

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
四
五

－

五
〇
五

－

六
〇
〇
五

新
東
京
木
材
商
業
協
同
組
合

理 

事 

長 

　
近 

藤 

藤 

嗣

〒
一
七
一―

〇
〇
四
四

東
京
都
豊
島
区
千
早
一

－

二
〇

－
一
三

電  

話  

〇
三

－

三
九
五
九

－
七
八
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
三

－

三
九
五
八

－
三
五
九
二

東
京
木
材
市
場
株
式
会
社

取 

締 

役 

会 

長　

市 

川 

英 

治

代
表
取
締
役
社
長　

氏 

橋 

武 

史

〒
一
三
六―

〇
〇
八
二

東
京
都
江
東
区
新
木
場
二

－

一

－

八

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

〇
三

－

三
五
二
一

－

七
七
一
一
（
代
表
）

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
三

－

三
五
二
一

－

七
一
一
五

越
谷
セ
ン
タ
ー

〒
三
四
三―

〇
八
四
四

埼
玉
県
越
谷
市
大
間
野
町
一

－

一
三
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

〇
四
八

－

九
八
九

－

〇
一
七
一

木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合

代
表
理
事　

勝 

野 

智 

明

定
例
市
日

製
品　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
一
回

原
木　

国
有
林
土
場
活
用
委
託　

月
一
回

　
　
　

萩
原
事
務
所　
　
　
　
　

月
一
回

　
　
　

坂
下
事
務
所　
　
　
　
　

月
二
回

〒
三
九
九―

五
六
〇
四

長
野
県
木
曽
郡
上
松
町
正
島
町
二

－

四
五

電  

話  

〇
二
六
四

－

五
二

－

二
四
八
〇
㈹

株
式
会
社 

横
浜
連
合
木
材

代
表
取
締
役　

伊 

藤 

元 

二

〒
二
五
三―

〇
一
一
一

神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
一
之
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六

－

一

－

二

電  

話  

〇
四
六
七

－

七
三

－

〇
〇
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
四
六
七

－

七
三

－

〇
二
三
〇

代
表
取
締
役

社　
　
　

長

　
津 

戸 

裕 

徳

 

（
本
社
）

〒
二
三
〇―

八
五
七
一

横
浜
市
鶴
見
区
鶴
見
中
央
四
丁
目
三
三
番
一
号

電  

話  

〇
四
五

－

五
二
一

－
六
一
一
一
（
代
表
）

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
四
五

－
五
二
一

－

六
一
〇
七

神
戸
木
材
市
売
協
同
組
合

代
表
理
事　

名 

田 

健 

吾

〒
六
五
三―

〇
〇
三
三

神
戸
市
長
田
区
苅
藻
島
町
三

－

五

－

二
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

〇
七
八

－

六
八
一

－

三
四
四
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
七
八

－

六
八
一

－

三
四
四
三

プ
レ
カ
ッ
ト
事
業
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ  
〇
七
八

－

六
七
一

－

八
八
六
〇
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
七
八

－

六
七
一

－

八
八
五
九

　 

西
垣
林
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

西 

垣 

雅 

史

代
表
取
締
役
副
社
長　

西 

垣 

貴 

文

■
桜 

井 

市 

場
　
〒
六
三
三―

〇
〇
六
四

　
　
　
　
　
　
　

奈
良
県
桜
井
市
大
字
戒
重
一
三
七

■
名
古
屋
市
場
　
〒
四
六
七―

〇
八
五
五

　
　
　
　
　
　
　

愛
知
県
名
古
屋
市
瑞
穂
区
桃
園
町
三―

二
三

■
三
重
事
業
所

　
マ
ル
タ
ピ
ア
　
〒
五
一
八―

〇
二
〇
四

　
　
　
　
　
　
　

三
重
県
伊
賀
市
北
山
一
五
六
〇

　
美
杉
木
材
市
場
　
〒
五
一
五―

三
四
二
一

　
　
　
　
　
　
　

三
重
県
津
市
美
杉
町
八
知
五
四
一
二

松阪木材株式会社
代表取締役会長　田 中 善 彦
代表取締役社長　久 保 　 覚

定例市日　毎週水曜日
本社　〒５１５－００８８
　　　松阪市木の郷町 ２１
　　　　 TEL　０５９８－２０－２３２３
　　　　 FAX　０５９８－２０－１０８２
ウッドピア市売／浜問屋
　　　　 TEL　０５９８－２０－１６１６
　　　　 FAX　０５９８－２０－１５１５
ウッドピア21 事業部
　　　　 TEL　０５９８－２０－1122
　　　　 FAX　０５９８－２０－1127
新潟営業所
　　　　 TEL　025－256－6000
　　　　 FAX　025－256－6600

鈴
鹿
木
材
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

森 

　 

啓 

介

〒
五
一
〇―

〇
二
六
四

三
重
県
鈴
鹿
市
徳
居
町
四
六

－

二

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

〇
五
九

－

三
七
二

－

二
八
〇
八

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
五
九

－

三
七
二

－

二
七
六
五

「木の目、木の肌、木の香り」
活かして使おう国産材

国産材専門の産地市場　美作材優良桧・杉・松・その他
市　日　素材　毎月本社 ８ の日・新見支店 ３ の日

製品　毎週木曜日　　　　　　
株式
会社 津 山 綜 合 木 材 市 場

代表取締役社長　武 本 哲 郎
本　　社　〒７０８－００１１　津 山 市 上 田 邑 ２８８０
　　素材部・製品部　　 TEL （０８６８）２８－７７７７（代）
　　　　　　　　　　　 FAX （０８６８）２８－７８９０
新見支店　〒719－3811　新 見 市 哲 西 町 大 竹 330
　　　　　　　　　　　 TEL （0867）94－3111（代）
　　　　　　　　　　　 FAX （0867）94－3555

株
式
会
社 

出
雲
木
材
市
場

代
表
取
締
役　

三 

吉 

庸 

善

　
　
　
定
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市
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月
３
回
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曜
日
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九
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〇
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二

石
谷
林
業
株
式
会
社

　
　
　
智
頭
原
木
市
場

代
表
取
締
役
社
長 

石 
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人

　
定
例
市
日
　
月
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回
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催
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一
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一
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県
八
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市
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四
三
八

－
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〇
八
五
八

－

七
五
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〇
六
三
五
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丸
幸
産
業
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式
会
社
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役

社　
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県
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株
式
会
社 

福
山
中
央
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市
場

代
表
取
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役

社　
　
　

長
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之

〒
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二
一
二
四

広
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－
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〇
一
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八
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－

九
六
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真
庭
木
材
市
売
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式
会
社

代
表
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締
役　

山 
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薫

本
　
　
　
　
社
　
〒
七
一
九―

三
二
〇
三

　
　

真
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市
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地

Ｔ
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八
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－
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六
〇
〇
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市
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〒
七
一
七―

〇
〇
二
四

　
　

真
庭
市
月
田
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四
八
六
番
地

Ｔ
Ｅ
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〇
八
六
七
）
四
四

－

三
一
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ  （
〇
八
六
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）
四
四

－

三
五
一
八

https://m
aniw

a-ichiuri. com

株
式
会
社 

岡
山
木
材
相
互
市
場

代
表
取
締
役　

岡 

本 
 

剛

本
　
　
　
社
　
〒
七
〇
一―

〇
二
二
一

 

岡
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市
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区
藤
田
五
六
〇

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ  
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八
六

－

二
九
六

－

〇
三
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六

福
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業
所
　
〒
七
二
〇―

二
一
二
五

 

広
島
県
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山
市
神
辺
町
新
徳
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

－

四
一
一

－

一

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

〇
八
四

－

九
六
三

－

七
〇
三
〇

　　　　　代表取締役　伊 東 貴 樹
本　　社
〒849－4252　佐賀県伊万里市山代町楠久津145番30
TEL　0955－20－2183（代表）　 FAX　0955－28－2855
�
ホームページ	 https://www.imarimokuzai.co.jp
メールアドレス	 imamoku@imarimokuzai.co.jp

福 岡 営 業 所
〒824－0604　福岡県田川郡添田町野田 1927
TEL　0947－82－5010　　　 FAX　0947－82－5011
大 分 営 業 所
〒879－5413　大分県由布市庄内町大龍 1208－ 1
TEL　097－586－2210　　　 FAX　097－586－2230
南九州営業所
〒899－8606　鹿児島県曽於市末吉町深川 8866 番
TEL　０９８６－28－0228　　　 FAX　0986－79－1777
南九州営業所　第二土場
〒899－8606　鹿児島県曽於市末吉町深川 8515 番
TEL　0986－36－4880　　　 FAX　0986－57－7607
糸 島 事 業 所　木の駅「伊都山燦」
〒819－1563　福岡県糸島市高来寺 342 番 1
TEL　０９２－331－5020　　　 FAX　092－331－5021

大
木
坑
木
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宇
和
島
出
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所

　
　 

大
木
木
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市
場
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政 

文
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）
　
月
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回

　
　
　
　
　
　
　 

十
四
日
・
二
十
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日

〒
七
九
八―

一
一
二
四

愛
媛
県
宇
和
島
市
三
間
町
増
田
三
八
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

〇
八
九
五

－

五
八

－

三
〇
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
八
九
五

－

五
八

－

四
五
二
四

株式会社

中津木材相互市場

代表取締役社長　若 松 定 生

定例市日　 7 日　23日

〒８７1－0012
大分県中津市宮夫 ２50
　 TEL　０９７9－２２－０14５
　 FAX　０９７9－２２－0１15

肥後木材株式会社
代表取締役社長　佐藤 圭一郎

定例市日　11・27日（本社）
　　　　　 ８ ・25日（人吉）
本社　〒86１－8012
熊本市東区平山町 ２９８６－11

（T）096－389－0022（F）096－389－8911

人吉　〒868－0094
球磨郡相良村深水 2500－ 3

（T）0966－35－0882（F）0966－35－0886
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●制度の特長●
１．お手頃な掛金で大きな保障が得られます。
２．業務上・業務外を問わず２４時間保障されます。
３．医師の診査はなく告知書扱いで加入できます。
４．１年ごとに収支計算を行って、剰余金が生じた場合には配当金として還元されます

男男性性　　１１，，５５００００円円 女女性性　　９９００００円円

　　　　男男性性・・女女性性　　　　　　１１，，３３００００円円

全市連福祉共済制度のご案内

一般コース(15～65歳)

１１日日ににつつきき
１１,,５５００００円円

４４００００万万円円
１１日日ににつつきき
３３,,００００００円円

１１４４００万万円円
～～

　　２２００万万円円

２２００００万万円円
７７００万万円円

～～
　　１１００万万円円

高度障害
保険金

死亡保険金
+

災害保険金

高度障害保険
金
+

障害給付金

障害給付金 入院給付金

不慮の事故による場合病気による場合

死亡保険金((

一一
口口
当当
たた
りり

))

【【

保保
障障
内内
容容

】】

（（
概概
算算

））

【【

月月
払払
掛掛
金金

】】

２２００００万万円円

１１００００万万円円

一般コース(15～65歳)

悠々コース(66～70歳)

悠々コース(66～70歳)


